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学校生活が子どもの食習慣に及ぼす影響 (1)
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緒 E
小学校低学年期の食習慣がおおむね良好となるのは， (1)多くの保護者が子どもの栄養や食習
潰に大きな関心をもっていること (2)子どもの行動範囲が狭く保護者の管理下に入り易いこ
と， (3)子どもが受け身で保護者に従)1震であることなどが理由として推部されたっしかし，小学
校の中高学年期になると，正しかった食習慣が乱れたり，逆に乱れていた食習潰が改善される
場合がみられた。 低学年期の正しい食習慣が乱れる理由としては (1)1呆護者の関心が子どもの
f健棄や栄養jから， I女らしさ・大人らしさjゃ f将来の進路jへ変化すること， (2)子どもの
行動範囲や人間関係が広がり，保護者の管理の及ぶ範盟が弱くなること (3)学校給食の問題な
どが示唆された。一方，低学年期に乱れていた食習慣が改善される理由としては，学校給食に
おける栄養指導などが影響しているものと推察された。
このように，子どもの食習慣は，保護者自身の f子どもに対する関心の変化jや子どもの重
かれる「生活環境の変化jによって左右されることが明らかとなってきた。
本研究で辻，引き続き，中学校・高等学校へ進学した女子生徒の食習慣へ影響を及ぼす要因
について検討することにした。中学・高等学校において思春期を週える女子のライフスタイル
は，小学校生活とは著しく異なり，社会的な要器も大きく関与してくると予想されるが，本研
究では主に学校生活を中心に検討し 第 2報として報告する。
方法
対象者は， T短期大学に在学する 19設から 20哉の女子学生 100名で，調査期間は平成6年
4 月 ~7 月であった。調査方法は，質問紙法により， (1)学童期に関する調査， (2)思春期に関す
る謂査， (3)青年期に関する調査を 3回;こ分けて行った。調査を仔うに先立って， 20 statement test 
法を用いて，対象者がより客観的に昌己をみつめ，過去における生活を回想し，できるだけ正
確に描写するよう指導した。また，調査当日には，対象者の記憶をより鮮明にさせるために，
それぞれの持拐に起こった事件，ブーム，流行，歴史的事象を紹介し 過去の事象が交錯しな
いように指導した。各調査はおよそ 60分に及び紙面の制限はしなかった。
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調査項目は， (1)食生活・食習潰， (2)学校生活， (3)日常の生活習噴， (4)保護者， (5)性格に関す
る項目など多岐に渡った。回答形式は 回想、を記述させる方法で行い 思いついたことをど形
式にとらわれることなく随意に筆記させ，持に具棒的にどのような事象が起こり，その時，ど
のような印象や心理的影響を受けたかなど 紙面にとらわれず自由に記述するよう指導した。
分析は，各項目ごとに種々のキーワードを設定し，それに当てはまると患われる表現や具体
例を抽出するという方法で行った。従って， 1つの表現や具体例が， 2つ以上のキーワードに
重複してカウントされる場合も見られた。結果における統計的な処理は，すべて全回答者数に
対する割合(弘)で表した。
結果
本研究においては， (2)思春期に関する結果のみを示した。回収率は 100%(100名)であっ
?こむ
A.中学校生活について
表 lは， r中学校生活でのあなたのライフスタイルはどのようなものでしたかjという質問
に対する回答の結果を表している。最も多かったのは fクラブ活動jで62私 以下「校期J(35 
%入[交友J(30%)， r学業・受験勉強J(26%入[遊びJ(25%入[何も印象ないJ(10%)な
どであった。
表 2-aは， r中学校生活でのあなたの食生活はどのようなものでしたかjという費需に対す
る自答を表している。 82%が fよく食べたJ，11 %が「ダイエットをしたjと回答した。
表2-bは，上記の「よく食べたjと回答した学生の「食べた量の程度Jに関する表記をま
表1 あなたの中学生活は?
(回答率%)
クラブ活動に生きた 62 
校期との戦い 35 
交友関係 30 
学業・受験 26 
もっぱら遊び 25 
何も印象ない lO 
虚しかった 3 
自治会活動
※重複自答あり
表2-a 中学時代の食生活
(自答率%)
よく食べた 82 
ダイエットをした 11 
普通 6 
全然食べなかった
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表2-b よく食べた f程度jを表した
表記
お襲を壊すくらい
果てしなく
何も'1事いものを感じずに
アホ手呈
好きなだけ，設するままに
食べないと生きていけない
今の21音の弁当籍で
780mlのお弁当籍で
朝・塁・暁とも同じくらい
弁当籍を 2つ持っていった
エサにありつくような感じで
出されるものは何でも
大きい方を選んで
2000 kcal以上は楽に
兄貴と同じ位
こってりしたものを
表3 中学校での昼食(自答率%)
毎日，弁当を持参 60 
弁当持参かパンを購入 23 
学校給金 15 
禁回答 2 
表5 中学生にとっての保護者
(回答率%)
父母の両方と合わなかった 25 
父母の再方とうまく合った 20 
父母の需方と何でもなかった 12 
母とはうまく合った 9 
母とは合わなかった 8 
父とは合わなかった 8 
毘答なし 7 
父とは何でもなかった 5 
父とうまく合った 4 
答えたくない 2 
表4 間食として頻衰の高い食品
〈回答率%)
?????
???』
?
ィ ，
?????
????? ?? ?
※重窪田答あり
表6 あなたの高校生活は?
(回答率%)
クラブ活動に生きた 31 
交友関係 30 
学業・受験 26 
もっぱら遊び 24 
アルバイト 22 
何も印象ない 10 
自治会活動 2 
※重護団答あり
とめたものである。重捷屈答で、多かったのは， 1こってりしたものを好んで食べたjが 11%， 
12000 kcal以上は楽に食べたJが7%であった。
表3は， 1中学校での昼食J~こ関する田容をまとめたものである。最も多かったの辻， 1毎司，
弁当持参jで60%，1弁当かパンの購入jが239も， 1学校給食jが 15%という結果であったc
表4は， 1間食としてよく食べた食品は荷ですかjという箕関に対する回答を示しているむ
その結果， 39%のものが[菓子パン」を上げ，続いて「ファースト・フードJ(24%)， 1アメ
玉J(22%)， 1ガムJ(10%)であった。
表5は， 1中学生活において保護者はあなたにとってどんな存在でしたかJという鷺聞に対
する回答をまとめたものである。 1父母の両方と合わなかったJと毘答したのは全国答者の 25
%で， 1父母のいずれかとうまくいかなかったjと回答したのは 16%であった。「父母の両方
とうまく合ったjと自答したものは口先， 1いず、れかとうまく合ったjと自答したのは 13%
であった。
B.菖校生活について
表6は， 1高校生活でのあなたのライフスタイルはどのようなものでしたかjという質問に
対する回答である。その結果， 1クラブ活動jと答えたものは 31%， 1交友jが 30%，1学業・
受験勉強jが 26%，1遊びJが24%，1アルバイトjが 22%，i5jiJにないjが 10%であった。
表7-aは， 1高校生活でのあなたの食生活はどのようなものでしたかJという賞関に対する
居答の結果である c 冨答の多かった項目について見ると， 1間食が多くなったJ(81%)， 1外食
が多くなったJ(61%)，1ダイエットに関心が強くなったJ(26%人「よく食べたJ(23%)， 1ダ
イエットをしたJ(19%)， 1食事が不規則になったJ(18弘)などであったc
??
記載されダイエットの方法
(回答率%)
表7-d高校時代の食生活
(酉答率%)
表7-a
???
、
?
? ?
?
? 、
?
???
????
?
???
ワンゴ・ダイエット
カロリ一軒醍
間金抜き
カロリーメイト
フルーツ・ダイエット
縄跳び・エアロピクス
指肪・タンパク質控えめに
ゆで郭・ダイエット
朝多く・夕食少なく
弁当箱小さく
ヨーグルト・ダイエット
酢大豆
玄米食
ダイエット食品
???
?
??
??
?
??，?
??
?
?
?
? ????
?
間金が多くなった
外食が多くなった
ダイエットに強い関心
よく食べた
ダイエットした
食事が不規郎になった
食事は規期的だ、った
全然食べなかった
普通
※重援回答あり
間金が多くなった理出
(田答率%)
表7-b
※重複回答あり
????
?
????
学生食堂が科用できる
小遣いがある
コンピニカ宝利用できる
アメ・ガムの常食
早弁ができる
高校生にとっての探護者
〈回答率%)
表8
??????? ?
???
父母の再方とうまく合った
父母の両方と合わなかった
父母の再方と何でもなかった
詔答なし
父とは合わなかった
母と辻うまく合った
父とうまく合った
答えたくない
父とは何でもなかった
母とは合わなかった
※重複居答あり
外食に科用する庖(回答率%)
ファースト・フード庖
グルメ・レストラン
コンピニエンスストア
駅売宕
駄菓子屋・煙草屋
???
?
???
， 、
?
? ー
???
? ?
表7-c
※重複回答あり
表 7-bは， r間食が多くなったj理由として上げた理由についてまとめたものである。最も
多かったのは f休み時時中の学金(学生食堂)が利用できることJ(60弘)を上げ，次に「小
遣いが持てるようになったJ(20%)， 1コンビニ(エンスストア)が利用し易いJ(14%)， 1授
業中でもアメやガムが食べれるJ(11%)， r休み時間に平弁(はやべん)ができるjが 5%で
あったG
「外食に利用する庖jを表7-cに表した。最も多かったのは「ファーストフードの利用J(29 
%)で，次に fグルメのレストランJ(17%)， 1コンどニの利用J(13%)， r駅売窓J(10%)な
どであった。
という回答に
記述されたダイエット方法について表したo 11)ンゴダイエットJゃ fヨーグルトダイエットJ
のように，流行に乗じたダイエットに関するものが 15%，r間食抜きjや f弁当箱を小さくす
る」などカロワー制限に関するものが 14%，1脂拐分を避けるjゃ f朝に多く，夜少なく j
「ダイエットに関心がある」あるいは fダイエットをしたj表 7-dには，
と
や「エアロピクスjといった運動;こ関するも
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いったバランスに関するものが3%，r縄跳び」
のが2%であった。
表8は， I高校生活において保護者はあなたにとってどんな存在でしたかjという賞問に対
する自答をまとめたものである o I父母の再方とうまくいっていたjと自答したの辻 23%，Iい
ずれかとうまくいっていた」が 10%であった。一方， Iいずれともうまくいかなかったjと回
答したものはお%， Iいずれかとうまくし寸ミなかった」が口%， I普通jと答えたものが 17%
であった。
考察
本研究の調査は，昭和49(1975)年から 50年(1976) に生まれた者たち 100名を対象とし
て行ったc 第2次ベピーブーム オイルショックを背景にして生まれてきた彼女たちのまわり
には，既に第2次インスタント食品(カップ麺〉時代，コールドチェーンの充実，ファースト
フード庖の誕生といった彼女たちの食習慣を左右するような出来事が続き，さらに，外食産業
やコンビニエンスストアの乱立が始まっていた。いわば 新しい食環境とともに或長した子ど
もたちと言えるつ
A.女子中学生の会奮慣について
(1 )クラブ活動が食習墳に与える影響
中学校におけるクラブ活動への加入率は 62九と高かった(表 1)0 このことは，学校生活の
影響が，授業持龍内だけでなく放課後やイ本日にも及ぶことを意味している。課外活動の影響を
アンケートから拾い出すと 「母は文句も言わず 土曜日も日曜Eも憂休みもひたすち弁当を
作り続けてくれた。J，iクラブの顧問が炭酸飲料は身体に悪いからいっさい欽むなと言われ
た。ム「校則違反と知りながら，クラブの設は買い食いした。jなどが代表的な例である。後ら
の多くは，クラブ活動で消耗するエネルギーと，成長に必要なエネルギーを供給するために，
おそらく人生で、最も多くのエネルギーを毎日摂取していたと思われる(表2-a，b) 0 間食の主
なものは学内で販売される f菓子パンJで，下校時には校則違反ではあるが，ファーストフー
ドで飲食することが多かった(表針。
このように，中学校生活を送る女子;ム思春期を迎え，身体的にも精神的にも不安定になり，
ダイエットなどへの関心が高まると考えられがちであるが，実際にダイエットをしたものは全
体の 1%に過ぎず 誌とんと守のものがfよく食べたJ(82%)とE想、している。そして最後に，
多くのものが fでも，全黙太らなかった」と結語を述べている。
(2)校闘が食奮壌に与える影響
中学校生活=クラブ活動と回答した学生が62%いる一方で 35%の学生が[校期との戦い
だったjと囲想している。
眼装・髪型・清掃など，男女問わず最も校則が最しいのが中学時代で為ると考えられる。も
ちろん，学校生活で昼食以外の飲食は最禁であった。その結果，彼女たちの空襲を溝たすもの
は，校内で寂売される「菓子パンjが主であった〈表針。アンケートの例を上げると， i学校
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ではお菓子を食べていけなかったので，パンをよく食べたJ，rメロンパン，ピーナツパン，際
サンドが好きだ、ったj，i菓子パンをおやつ代わりに食べた」などであった C このように，需食
を禁止された学校生活では f菓子パンjの存在は大きかったようである。
また， i皮女たちの間食として[アメj(22%)や fガム (10%)Jの存在も大きいといえる。
校長4の厳しい中，多くのものがポケットにアメやガムをしのばせて，授業中，休み時間，登下
校時などに食べていたと回想している。アンケートの中には「詩仁丹が学校で流行し，アメ玉
禁止令が強化されたj，iアメ玉を見つかった友達が，教師にはり倒されたjなどがある。
(3) クラブの引退と高校受験
中学3年生ともなると，多くのものがクラブを引退し，クラブ中心の規期正しい生活が一変
して乱れてくる。間食をする暇もなかった 1，2年生に比べて，高校受験へのストレスとともに，
馬食のウェイトが増えてくる。 汚l退して， 36kgだ、った体重が3か丹で48勾になったj，i太
って妊娠線みたいな割れ目が出てきたj，r宅髭ピザがにくらしいj，r夜食のせいだと思うjな
ど，急速に乱れた食生活への関心が高まっている。ダイエットをしたもの{表2-a)すべてが，
この時期に行っている。
B.女子高校生の食習慣について
(1)間食・外食の影響について
高校受験を無事終え 女子高校生を包む新たな食環境は 中学生のそれとは全くかけ離れた
ものであったといえる。「髪の長さjから「アメ玉」に至るまでの厳しい校則は，ほとんどの
高校ではなくなり，彼女たちの高校生活のウェイトは， iクラブj，r交友関係j，r学業j，r遊
びJ，iアルバイトjと多様北する〈表制。食翌噴は乱れ多くのものが[馬食や外食が多くな
ったjと回想している〈表7-a)。閤食が多くなった理由は，まず「学生食堂の和国Jが考え
られる(表7-b)。学生食堂では，アイスクリーム，コロッケ，肉まん，パン，ジュース，菓
子などが販売されていることが多く 休み時間等の利用が間食の多くなった原菌であろう。さ
らに fコンピニエンスストアの利用」も彼女たちの間食を支える環境となっていることは確か
だといえる。こうした謂食の購入に必要な費用は， r保護者からの小遣いjと答えるものと， rア
ルバイトで稼いだ、jと答えるものとがいたが，いずれにしても彼女たちの所持金が中学校生活
とは比較にならないほど多くなったことが原因していると考えられる(表7-b)。また，鍍女
たちの経済的基盤が拡大すると， iファーストフード庖での外食jだけでなく，おいしいお症
を捜しての外食が行われるようになった(表7-c)。すなわち髄格よりも味覚を楽しむという
「グルメ噌好jの兆しがみられた。アンケートで上げられた品目はラーメン，お好み焼き，パ
スタ，クレープ，氷，ケーキなどの屈であった。 以上のように，罪放的な高校生活は，需食
や外食の機会を拡大するが，さらにこれを助長したのは，保護者や自三のアルバイトによって
経済的な基整〈小遣い)が確保されていたことであると推察されるc
(2) ダイヱット志向の兆しについて
[どこどこのお庖がおいしいjという話をする一方で，この時期から fダイエットjへの関
心が高まる兆しがみられた。中学3年の頃の漠然としたものではなく， iリンゴj，rヨーグル
?
トj，I!ゆで卵j，I酢大豆jなどといった具体的な方法で試す場合がみられてくる〈表下回。
また，具体的にダイエット食品を利用しないまでも， I弁当箱を小さく jしたり. Iバランスを
考えjたり， I摂取カロリーを少なくしjた旬して，減量を試みるものが多くなっている。こ
れに関する学生の呂想には， I友達がダイエットが原震で倒れ，救急車で運ばれたj，I下剤の
服用で身体を壊したJ，1豆食症になって生理が止まったJなど ダイエットの身体への悪影響
を訴えたものが多かったむしたがって，この時期の高校生は，ダイエットへの関心は撞めて強
く，知識も豊かになるが，多くの場合，失敗していると考えられる。
C.思春期の女子と保護者との関係について
中学校・高校を通じて，深護者の需方もしくは片方と「うまくいっていたj割合は， 33% 
で，残りの大半が「うまくいかなかったJあるい辻，保護者に対して「禁関心だったjと回答
していた。
この結果は，思春期において 3分の2の女子が，保護者との需に何らかの問題を生じ，家庭
内での生活よ句も，学校や地域といった家庭外の生活に依存する原因のひとつになっているも
のと考えられる。 探護者との田繁よ号も，クラブ活動の同療や友人との交流が，彼女たちにと
っては精神的な安定を保つためには謹めて重要な役割を果たしていると考えられる。しかし，
一方で，交流の場がファーストフード宕などが多く嬬食などの京国を引き起こしているものと
考えられる。
しかし， 3分の lは保護者との関係がうまくいき，患春期における一つの障害，すなわちf保
護者jとの関係をクリアしている。彼女たちのアンケートの中には，その当時のことを振り返
って次のように述べている。
-母は，i毎のものと，土の下になるもの，土の上になるもの，そして肉額と卵を弁当に入れてくれた0
・こうして振り返ってみると，中学時弐は家中が私中心で世界が囲っている惑じで，まわりに大変気を
使わせたと患う。日曜日に塾があった司は，塁食・夕食ごとに家に浸っていたので，母が f動くにも
動かれへんjと言っていた。反対に，高校時代辻，友達のfすき合いが中心になったり，私自身ダイエ
ットをやってみたりやめたりと食事が不規則で，今度は fせっかく作っても食べてくれへんjと母の
言うことも変わっていった。
まとめ
女子中学生および、高校生の食生活や食習慣に影響を与える要因について検討した結果，食習
墳が学校生活の影響を大きく受けることが推察された。
主な結果は以下に示すとおりである。
1.中学生では， Iクラブ活動jが中心となり， 1 Bのエネルギー摂取量は多いが， ß~溝やダ
イエットに関する問題は予想外に小さかった。
2 .中学生では， 1厳しい校則jが間食にも影響していると推察されたO
3.高校生では，比較的自由な学校生活・校則によって，食習慣が乱れるものが多かった。
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4.高校生の食習墳が乱れる原理としては，アルバイト・小遣いなど経済的な要因，交友関係
の拡大，保護者との関係，受験ストレスなどの影響が考えられた。
5. 3分の 2の学生が探護者との関係に問題を生じていたと推察された O
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